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yutoriグループ

2025年3月期において、M&A及び新設により4社の子会社が増加
うち、新設した株式会社GDC及び悠特莉股份有限公司は2025年3月期末時点では連結対象外

悠特莉股份有限公司
アパレルブランド9090の台湾に

おける運営（台湾法人）

株式会社GDC
アパレルブランドGDCの運営

株式会社えをかく
アパレルブランドover printの運営

株式会社
heart relation

ライフスタイルブランドHer lip toの運営

株式会社yutori
複数のアパレルブランド、コスメブランドの運営

51% 100% 51% 100%連結 連結 非連結 非連結

※2025年3月31日時点
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連結財務諸表の開示にあたって（再掲）

heart relation社の子会社化により、2025/3期 3Qより売上・利益を取込み開始
えをかく社の売上・利益は2025/3期 4Qから取込み開始

2024/4/1 2025/3/31

yutori

heart relation

2024/9/30

hr社
みなし取得日

▲
連結決算開始

（連結決算移行イメージ）

えをかく

2024/12/31

えをかく社
みなし取得日

3Q 4Q
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2025年3月期 通期業績実績1
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通期 売上高

8,306 百万円

YoY +92.3%

通期 売上総利益

5,112百万円

YoY +97.5%

通期 調整後EBITDA / 営業利益

957 / 671百万円

YoY +86.9% / +75.2%

業績ハイライト

通期 売上高 予算進捗率

103.8％

通期 売上総利益 予算進捗率

104.8 ％

通期 調整後EBITDA 予算進捗率

104.1％

増収増益、売上・利益ともに過去最高を達成

※調整後EBITDA：営業利益に減価償却費、のれん償却費、敷金償却費および株式報酬費用を足し戻した金額。

過去
最高

過去
最高

過去
最高



4Qにおいても業績が好調に推移し、段階利益も大きく進捗
売上・利益の全てにおいて3Q決算発表時の上方修正後の予算を達成
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（単位：百万円）

予算進捗状況（3Q決算発表時 上方修正後）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売上高

売上総利益

調整後EBITDA

営業利益

当期純利益

進捗率

103.8%

進捗率

104.8%

8,000

8,306

通期予算

通期実績

4,880

5,112  

920

957

670

671

300

314

1Q 2Q 3Q

※ 調整後EBITDA：営業利益に減価償却費、のれん償却費、敷金償却費および株式報酬費用を足し戻した金額。
※ 当期純利益：連結決算に移行した2025/3期より、親会社株主に帰属する純利益の金額。

進捗率

104.1%

進捗率

100.2%

進捗率

105.0%

4Q



業績が好調に推移した中で先行投資や費用をこなしながら調整後EBITDA9.5億円、営業利益6.7億円で着地

2025年3月期 通期 PLサマリ
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単位：百万円
※端数切捨のため一部、合計不一致

※かっこ書きは利益率

yutori

5,969

heart
relation

（3Qから連結）

2,284

えをかく
（4Qから連結）

52

売上高

8,306

売上総利益

5,112
（61.5%）

売上原価

3,193

調整後
EBITDA

957
（11.5%）

営業利益

671
（8.1%）

経常利益

646
（7.7%）

税引前
純利益

626
（7.5%）

純利益

423
（5.1%）

人件費

1,009
支払手数料

849
広告宣伝費

577
地代家賃

436
荷造運賃

408
その他

876
償却費

286

営業外損益

25
特別損益

19
法人税等

202
非支配株主純利益

109
親会社株主純利益

314
（3.8%）

販管費

4,155
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(単位：百万円) 2024/3期 通期 2025/3期 通期 前期比増減率

売上高 4,320 8,306 +92.3%

売上総利益 2,588 5,112 +97.5%

売上総利益率 59.9% 61.5% +1.6pt.

調整後EBITDA 512 957 +87.1%

調整後EBITDAマージン 11.9% 11.5% ▲0.4pt.

営業利益 383 671 +75.0%

営業利益率 8.9% 8.1% ▲0.8pt.

当期純利益 225 314 +40.0 %

当期純利益率 5.2% 3.8% ▲1.4pt.

業績ハイライト 通期

売上・利益ともに過去最高を達成、創業以来7期連続の増収

4,320 

8,306 

2,588 

5,112 

512

957 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

2024/3期 通期 2025/3期 通期

売上高 売上総利益 調整後EBITDA

+92.3%

+97.5%

+87.1%

※ 調整後EBITDA：営業利益に減価償却費、のれん償却費、敷金償却費および株式報酬費用を足し戻した金額。
※ 当期純利益：連結決算に移行した2025/3期より、親会社株主に帰属する純利益の金額。
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(単位：百万円) 2024/3期 4Qのみ 2025/3期 4Qのみ 前期比増減率

売上高 1,208 2,771 +129.2%
（2.3倍）

売上総利益 702 1,709 +143.4%
（2.4倍）

売上総利益率 58.1% 61.7% +3.7pt.

調整後EBITDA 121 279 +129.4%
（2.3倍）

調整後EBITDAマージン 10.1% 10.3% +0.2pt.

営業利益 81 179 +120.4%
（2.2倍）

営業利益率 6.7% 6.5% ▲0.2pt.

当期純利益 59 106 +77.5%

当期純利益率 4.9% 3.8% ▲1.1pt.

業績ハイライト 4Qのみ

4Qのみとしても売上・利益ともに過去最高を達成、純利益のみhr社の51%分を取込み

1,208 

2,771 

702 

1,709 

121

279 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2024/3期 4Qのみ 2025/3期 4Qのみ

売上高 売上総利益 調整後EBITDA

+129.2%

+143.4%

※ 調整後EBITDA：営業利益に減価償却費、のれん償却費、敷金償却費および株式報酬費用を足し戻した金額。
※ 当期純利益：連結決算に移行した2025/3期より、親会社株主に帰属する純利益の金額。

+129.4%
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4Qトピックス（yutori）

4Qも引き続き主力ブランドの「9090」や「HTH」が好調に推移、春物も順調な立上がり
コスメ事業のminumではブランドローンチ後、初の新作アイテムをリリース

▲ 90 Logo Glitter Light Zip Hoodie▲ 9090 OG Logo Zip Hoodie

人気商品
✓ 引き続き定番の90ロゴの

フーディーやスウェット類が
好調に推移

✓ 9090の新ラインとして、
「9090girl」をローンチ

✓ オンライン販売のほか、渋谷
109にてPOPUPも開催し、
爆発的な売上を記録

✓ ブランドとして3Qの売上を
上回り、Qとして最高売上を
記録

海外展開
✓ 12月のマレーシアに続き、3月に台

湾のららぽーと南港の新たに
OPEN

✓ 初日から行列が絶えないなど、非常
に好調な滑り出し

✓ 台湾子会社の業績は2025年3月期
は連結対象外

人気商品

✓ 引き続き絶大な人気を誇
るハートロゴフーディー
が引き続き全体を牽引

✓ 春物商品としてロンTが
好調な立上がり

✓ ブランドとして3Qの売上
を上回り、Qとして最高
売上を記録

2025年春の新作アイテム
✓ 2024年春にローンチ後、初めての

新作アイテムをリリース
✓ プランパーリップ3種、涙袋ライナー

3種を同時にリリース
✓ 涙袋ライナーはシリーズ初

▲ heart logo zip hoodie ▲ Random Heart Waffle Long Tee
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4Qトピックス（heart relation）

引き続き冬物が稼働したことに加え、春物が順調に立ち上がり、4Qとして前年同期比150%を記録
アイテムラインナップの拡充、販路の拡大によりさらなる顧客層の開拓を実現

トピックス

✓ 引き続き冬物コートの
販売や定番商品のドレ
スの販売が好調に推
移

✓ 名古屋店のオープンに
伴い、新作のドレスも
多数ヒットし売上に貢
献（写真左）

✓ ZOZOTOWN限定の
新ライン「FOR HER」
も非常に好調な滑り出
し（写真右）

イセタン ミラー・アミューズ ボーテの常設店増加・開始

✓ 新丸ビル等のイセタン ミラー
で常設取扱いが開始

✓ 北千住マルイ等のアミューズ
ボーテで新たに常設取扱い
が開始

✓ フレグランスのほか、ハンドク
リーム、ボディクリームの販売
が好調に推移し、ルクア イー
レ店は前年同期比で140%
の成長を記録

初のフェムケアアイテムを展開
✓ ブランド初のフェムケアアイテムとして、

ウォッシュとオイルを展開
✓ 自社ECのほか、コスメキッチンやロフト

などでも取扱い開始

2号店がOPEN
✓ 2025年2月に名古屋タカシマヤにブ

ランド2号店がOPEN
✓ 3月は同フロアで売上、客数、坪売上の

いずれもトップの業績を記録
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2024/3期 通期（単体） vs. 2025/3期 通期（連結） 営業利益増減分析

（百万円）

2,389
135

-564

-330

-310

-227

-183

-172
-72

-365 -10 -3

383

671

営業利益
24/3期 通期

売上増による
粗利増加

粗利率
増加

人件費
増加

広宣費
増加

支払手数料
増加

地代家賃
増加

業務委託料
増加

荷造運賃
増加

システム
利用料増加

その他
販管費等

M&A
関連費用

その他
費用

営業利益
25/3期通期

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500 経常的要因 +301 百万円 一時的要因

前期比 +288 百万円

店舗数拡大、
hr社連結加入に
よる売上増加

株式報酬費
用：-15M
上場関連費
用：+12M

店舗出店増
加による店
舗スタッフ数
の増加&従
業員ベースア
ップに伴うも
の（うちhr連
結分-341）

自社ECの売
上増加に伴
うもの&店
舗増加に伴
う決済手数
料等の増加
（うちhr連結
分-145）

hr社の
M&Aに係
る財務DD、
法務DD等
の費用

店舗出店増
加に伴うもの
前4Q末23
店舗、当4Q
末45店舗
（うちhr連結
分-59）

売上増加に
伴う外部デ
ザイナー委
託料等の増
加等（うちhr
連結分-86）

売上増加に
伴う荷造運
賃等（うち
hr連結分-
121） のれん償却

費、商標権
償却費、採
用費等の増
加

※ 前期または当期のいずれでしか発生しない項目を一時的要因に、それ以外の毎期経常的に発生する項目を経常的要因に分類。

秋冬物の高
単価商品の
販売好調
&hr社連結
加入により
粗利率改善

ブランド増加
による撮影/
サンプル費
用&台湾/韓
国における
PR投資等
（うちhr連結
分-252）

▲13 百万円

従業員増加
に伴い従量
課金システ
ムの費用等
の増加（うち
hr連結分-
47）
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(単位：百万円)
2024/3期 期末

（単体）

2025/3期 3Q末

（連結）

2025年3月期 期末

（連結）
前Q末との比較

流動資産 1,414 3,922 3,873 現預金・売掛金の減少、在庫・前渡金・
前払費用の増加のにより微減

（うち現預金） 613 1,057 983 前払費用・店舗内装の支出により減少

固定資産 489 2,604 2,692 店舗新規出店による建附の増加、の
れん等の償却により微増

（うちのれん） 246 942 900 償却により減少

総資産 1,903 6,526 6,565 -

流動負債 963 2,506 2,507 短期借入金の増加、hrの税金支払い
による減少により微増

固定負債 256 2,046 1,962 長期借入金返済による減少

純資産 684 1,973 2,095 利益の積み上げにより利益剰余金の
増加

自己資本比率 34.3% 13.2% 14.7%
自己資本：24/3期末 652M、25/3
期3Q末 860M、25/3期 期末
970Ｍ

2025年3月期から連結決算に移行し、2Q末からhr社、3Q末からえをかく社の資産・負債がオンバランス
引き続き、財務健全性の向上を目指す

業績ハイライトBS
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hr社の株式取得によりのれんが発生するが、取得原価を配分する会計処理（PPA）により無形資産も計上
2Qで暫定的な金額で計上していたが、3Qでのれん及び無形資産の金額、それらの償却期間も確定

hr社のM&Aに係るのれん及びPPAについて（1/2、再掲）

純資産
1,412M

2024/9/30時点

非支配
株主持分
691M

広義
のれん
962M

STEP 1

PPA前

取得
原価

1,683M

純資産
1,412M

2024/9/30時点

狭義
のれん
727M

STEP 2

PPA暫定処理

取得
原価

1,683M

STEP 3

PPA確定処理

純資産
1,412M

2024/9/30時点

狭義
のれん
703M

取得
原価

1,683M

2Qでは

暫定計上
3Q末で

金額確定

49%

※BSでは商標権として計上

49% 49%

無形資産
662M(暫定金額)

繰延税金負債
▲202M

※ 無形資産
732M

繰延税金負債
▲224M

非支配
株主持分
691M

非支配
株主持分
225M

非支配
株主持分
691M

非支配
株主持分
249M

償却期間は

10年で確定

償却期間は

9年で確定
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のれん及び無形資産を合わせた進行期のPLへの影響額（半期分）は営業利益で75百万円、純利益で64百万円
のれん負けすることなく、EPS（1株あたり純利益）の向上に大きく貢献

hr社のM&Aに係るのれん及びPPAについて（2/2、再掲）

STEP 3

PPA確定処理

純資産
1,412M

2024/9/30時点

狭義
のれん
703M

取得
原価

1,683M

49%

無形資産
732M

繰延税金負債
▲224M

非支配
株主持分
691M

非支配
株主持分
249M

償却期間は

10年で確定

償却期間は

9年で確定

売上高 〇〇〇

販管費 のれん償却費 39M

無形資産償却費 36M

営業利益 ▲75M

法人税等 〇〇〇

法人税等調整額 11M

当期純利益 ▲64M

当期のPLへの影響額イメージ（半期分）

無形資産償却費
の税率相当額が
法人税等調整額

として戻る

当期は10月
から償却開始
翌期以降は
1年分計上
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連結BSののれん残高900百万円には、M&Aに係る4件ののれんが計上

のれん対純資産倍率は0.43倍、無形資産を考慮した調整後のれん対純資産倍率は0.76倍で健全性を維持

のれんの内訳

のれん残高：900M
2025/3末時点

664M

176M

44M えをかく社：15M
• 当初計上額 16Mを2025/1より3年で償却

• アパレルブランド「over print」を運営するえをかく社を完全子会社化したことにより発
生

minum事業：44M
• 当初計上額 48Mを2024/12より4年で償却

• コスメブランド「minum」を協業先のi.D社から事業譲受したことにより発生

AZR社：176M
• 当初計上額 352Mを2022/10より5年で償却

• 複数のインフルエンサーブランドを運営するAZR社を完全子会社化したことにより発生
• M&A以降、「HTH」や「Younger Song」を中心に成長し、現時点まで「減損の兆候あり」

となったことはない

heart relation社：664M
• 当初計上額 703Mを2024/10より9年で償却

• ライフスタイルブランド「Her lip to」を運営するhr社を子会社化したことにより発生
• のれんのほかPPAにより無形資産（商標権）を732Mで計上し、2024/10より10年で

償却（詳細は前ページ）

15M

純資産
2,095Mうち 無形資産

695M

うち のれん
900M

連結BS
2025/3末時点

全額減損でも

債務超過に

ならない

基準を維持

資産
6,565M

負債
4,470M
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2023年3月期 2024年3月期

売上高/売上総利益/営業利益 四半期推移

2025/3期 3Qよりhr社の業績取込みを開始し、成長が一気に加速
4Qも粗利率、営業利益率ともに高水準で着地

（百万円）

※ 四半期財務諸表を作成していないため、 2023年3月期の数値は参考値です。

2025年3月期

419 454 

871 
725 757 

994 

1,359 
1,208 

1,114 
1,246 

3,174 

2,771 

209 236 

509 
393 458 

599 
827 

702 656 722 

2,023 

1,709 

-51 

-57 

59 
1 19 

94 188 81 39 
-3 

456 179 

50.1%
52.0%

58.5%
54.2%

60.6% 60.3% 60.9% 58.1% 58.9% 58.0%

63.8%
61.7%

-12.3% -12.6%

6.9%

0.2%
2.5%

9.5%

13.9%

6.7%
3.5%

-0.3%

14.4%

6.5%

-20%
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ブランド事業 再編成

組織再編（子会社化）を見越し、従来のグループ別から事業部制に体制を刷新

各事業部長のもと意思決定の迅速化を図るとともに、各事業部の収益管理の強化を目指す

ヤング
カルチャー
17ブランド

コスメ
1ブランド

韓国
2ブランド

デザイナー
9ブランド

Her lip to
3ブランド

ニュアンス
6ブランド

ティーン
カルチャー

11ブランド

デザイナー
11ブランド

Her lip to
3ブランド

トレンド
3ブランド

インフルエンサー
10ブランド

事業部グループ 主要ブランド
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2024年3月期2023年3月期

事業別売上高 四半期推移

全ての事業部が前年同期比で増収を達成

ヤングカルチャーは3Qを上回るほどの好調、hr社も予算を上回る着地

2025年3月期

2025年3月期
通期

（百万円）

事業別売上割合

※ 四半期財務諸表を作成していないため、 2023年3月期の数値は参考値です。

160 204

532 417 452 565
844 732 660 684

1,006 1,084
3 4

5
117

170 161

255
244 263

352

463
413

356
432

617
487

12
25

35

109
106

87 88

83
63 41

69

57
50

68
88

54
72

1,380

903

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

ヤングカルチャー コスメ ニュアンス 韓国 デザイナー Her lip to

41.4%

1.6%

22.8%

3.3%
3.4%

27.5%

Her lip to
（hr社）

コスメ

ニュアンス

ヤング
カルチャー

韓国

デザイナー

※ コスメ事業は、コスメブランドminumの事業を2024/12/14
にi.D社より譲受け。
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2024年3月期2023年3月期 2025年3月期

チャネル別売上高 四半期推移

利益率が高い販売チャネルの自社EC、オフラインの割合が大きく増加

EC（自社EC+PF）比率は54.4% / オフライン比率は39.0%、hr社は50%超を自社ECで売上

32.2%

22.2%

39.0%

4.7%

1.9%

2025年3月期
通期

（百万円）

チャネル別売上割合

※ 四半期財務諸表を作成していないため、 2023年3月期の数値は参考値です。

265 266
470 361 351 383

555
416 365 320

1,119
865

153 140

250
234 258

330

421

383
274 353

663

551

5

104
104 127

241

363

385

412
465

1,291

1,068

33

45
23 17

38

14

20
38

74

65

200

7

1
1 3

4
3

22
31

34

85

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

自社EC プラットフォーム（PF） オフライン 卸 その他

自社EC

ZOZOTOWN
楽天 など

直営店舗
POPUP

セレクトショップ
などへの卸販売
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2024年3月期2023年3月期

販管費 四半期推移

hr社の業績取込み後も費用構造に大きな変更はなし
2024/7の給与ベースアップにより人件費、出店増加により地代家賃が前年同期比で増加

（百万円）

期末時点 対売上高比率

人件費

12.2%

支払手数料

10.2%

広告宣伝費

7.0%

地代家賃

5.3%

荷造運賃

4.9%

業務委託料

4.1%

※ 四半期財務諸表を作成していないため、 2023年3月期の数値は参考値です。

60 66 89 91 101 100 118 126 131 161

354 363

59 63
99 94 103 125

162 146 126
155

278 290

29 35

69 55 46 58
74 69 72

80

253 172

4 11

19 20 27
50

55 77 59

75

154
148

37 38

64 46 52
57

73 54 64

61

138
145

34 38

37
25 33

37

43 43 63
49

109
117

35
39

69
56 73

75

110 102 98

141

278
291

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

人件費 支払手数料 広告宣伝費 地代家賃 荷造運賃 業務委託料 その他

2025年3月期

その他には

のれん償却費、

減価償却費、

システム利用料
等が含まれる
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2022/4/1より
出店開始

※1 各四半期末時点で当社グループが運営する常設店舗（1か月以上営業している店舗）の合計数。連結外の子会社の店舗も含む。

※1

2024年3月期2023年3月期

4Qにおいて、海外初出店するなど9店舗純増
hr社の3店舗等も加えてグループ合計で46店舗を運営

店舗数 推移

90 原宿
90 新宿ルミネエスト
YS 原宿
YS 新宿ルミネエスト
HTH 原宿
HTH 新宿ルミネエスト
HTH 渋谷109
PAMM 渋谷PARCO
CGP 新宿ルミネエスト
CGP ラフォーレ原宿
four store 中目黒
House of Herme
GDC 代官山

90 TOKYOBAY
MSB TOKYOBAY 

90 名古屋
HTH 名古屋PARCO
YS 名古屋PARCO
MSB 名古屋PARCO
Wudge Boy 名古屋
PAMM 名古屋PARCO
CGP 名古屋PARCO
Bless U 名古屋PARCO
HLT 名古屋タカシマヤ

90 HEP
90&HTH りんくう
YS HEP
HTH HEP
MSB ルクア大阪
CGP HEP
GULL HEP
BB EXPOCITY
HLT BEAUTY ルクア

90&YS 竜王

90 横浜ビブレ
YS 横浜ビブレ
HTH 横浜ビブレ

90&YS 倉敷

2025年3月期

90 金沢フォーラス
HTH 金沢フォーラス

90 福岡PARCO
HTH ソラリア

90 札幌ステラ
HTH 札幌ステラ

CGP 長島

90 台湾南港
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ブランド数 推移

yutoriグループ全体でブランド数は合計38に達し、カジュアルからモードまで幅広い顧客層を抱える

当面は日本一のブランド数として70以上を目指す

1 1 1 1 1 2 3 3 4 5 5 6 6
8

11 11 12

16

19 20
22 23

29
31 32

36

38

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2019年3月期 2020年3月期 2024年3月期2023年3月期2021年3月期 2022年3月期 2025年3月期

ブランド数
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Instagramフォロワー数 推移

Instagramでは各ブランドの担当者が着用画像や動画を撮影し、ブランドの世界観を表現

yutoriグループ全体でフォロワー数は合計277万人を突破し、多くの潜在的な顧客層を抱える

2024/3 2024/4 2024/5 2024/6 2024/7 2024/8 2024/9 2024/10 2024/11 2024/12 2025/1 2025/2 2025/3

Instagramフォロワー数

179.4万
182.4万

186.7万
190.2万

193.0万
196.0万

202.1万

277.9万

248.2万

253.7万
256.6万

274.3万
275.9万
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破竹の勢いで成長したGULLを含む合計4ブランドがランクアップ
※Yリーグの判定は、9月末と3月末の半期ごとに直近1年間の実績に基づいて実施しております。

Yリーグ ブランド進捗（2025/3/31時点）

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

立上げ期
～700万

確立期
700万～1,500万

グロース期
1,500万～2,500万

ハイグロース期
2,500万～4,000万

定着期
4,000万～

損益分岐点

月間
平均
売上
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Y3・Y4ブランドが高成長をする一方で、Y1・Y2ブランドも力強い成長を継続

既存ブランド成長率 TOP5

+154.4%
(2.5倍)

+125.9%
(2.2倍)

+82.9% +60.9%+74.2%

2024年9月に名古屋にブラン
ド初の常設店舗を出店。現在、大
阪での出店も準備中。
SNSでの発信強化によりブラン
ドのロゴの認知拡散、定着に成
功。
Instagramのフォロワー数も1
年間で1.7倍以上に増加。

2024年4月に横浜、金沢、8月
に千葉、9月に新宿、11月に福岡、
2025年2月に札幌など出店戦
略が功を奏し、売上構築に大きく
貢献。
2025年1月から9090girlの
新ラインを立上げ、新たにレディ
ース層の顧客の獲得にも成功。

ブランド発足2年目で花モチー
フ商品など定番商品の開発に成
功し、一気に売上が伸張。
soerteやWranglerといった
他ブランドとのコラボレーション
も奏功し、ブランドの認知度が
向上。

旺盛なインバウンド需要により
卸先への販売が好調に推移。
ブランド10周年記念フェスの売
上のほか、STAR WARSや攻殻
機動隊とのコラボレーション商
品がヒットし、自社ECでの売上
も大きく成長。

渋谷・名古屋のPARCOの店舗
が1年間稼働したことにより店
舗売上が大きく伸張。
卸先の新規開拓が進み、販売チ
ャネルの多角化にも成功。
PAMM祭りなどのオフラインイ
ベントも開催し、着実にブランド
ファンの増加を実現。

No.1

Y4

No.2 No.3 No.4 No.5

Y4 Y3 Y1 Y2

※既存ブランド：ブランドローンチから2年以上経過し、前年実績と比較可能なブランド

※
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2026年3月期 通期業績予想2
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(単位：百万円)
25/3期
通期実績

売上比
26/3期
通期予想

売上比
前期比
増減率

売上高 8,306 - 11,000 - +32.4%

売上総利益 5,112 61.5% 6,650 60.5% +30.1%

調整後EBITDA 957 11.5% 1,245 11.3% +30.0%

営業利益 671 8.1% 880 8.0% +31.1%

経常利益 646 7.8% 840 7.6% +30.0%

当期純利益 314 3.8% 400 3.6% +27.1%

売上・利益ともに概ね、前期比+30%の増収増益を目指す

2026年3月期 通期業績予想

※ 調整後EBITDA：営業利益に減価償却費、のれん償却費、敷金償却費および株式報酬費用を足し戻した金額。
※ 当期純利益：連結決算に移行した2025/3期より、親会社株主に帰属する純利益の金額。
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業績予想修正

創業以来、非連続の成長へ2026年3月期も大きく成長する見込

16 140
568

1,631
2,470

4,320

8,306

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

+32.4%

11,000

(予想)

売上高7か年CAGR

183.0%
2019年3月期-2025年3月期

（百万円）

※2025年3月期 2Qまでは単体決算、2025年3月期 3Qより連結決算。
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会社分割について3



分社化概要

9090などのヤングカルチャー事業とminumのコスメ事業を2025/8/1に分社化予定

台湾GDC
コスメ

事業

ヤング
カルチャー

事業

えを
かく

heart
relation台湾GDC

えを
かく

heart
relation

コスメ

事業

デザイナー

事業
新規
事業

ヤング
カルチャー

事業

韓国
事業

ニュアンス

事業

yutori

デザイナー

事業
新規
事業

韓国
事業

ニュアンス

事業

yutori

32（株式会社YZ） （株式会社pool）



分社化スケジュール

9090などのヤングカルチャー事業とminumのコスメ事業を2025/8/1に分社化予定

2025/5/2

株式会社YZ 設立
株式会社pool 設立

2025/5/14

取締役会決議
吸収分割契約 締結

（予定）
2025/8/1

分割効力発生日

（予定）
2025/6/19

定時株主総会 決議

・ 分割対象資産等 YZ：ヤングカルチャー事業に係る資産、負債、契約その他の権利義務
pool：コスメ事業に係る資産、負債、契約その他の権利義務

・ 分割対価 YZ：YZの普通株式
pool：poolの普通株式

・ 業績への影響 YZ及びpoolは100%子会社のため、連結業績に与える影響は軽微

※詳細は、本日開示している適時開示も併せてご確認ください。

◆分割の概要
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ニュアンス事業

34

事業ポートフォリオの拡充

事業ポートフォリオを拡充させ、安定的な業績構築を目指す

商材の多角化のため、アパレル事業以外の新規事業の開発を図る

WomenMen

Y世代

Z世代

IP事業（NEW）

新規事業

コスメ事業

ヤングカルチャー事業

韓国事業

Her lip to事業デザイナー事業

詳細未定

詳細未定
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ヤングカルチャー事業（株式会社YZ） 成長戦略

主力ブランドの9090を主軸に、HTH、Younger Songなどブランドの全体的な底上げを図る

さらなる、国内店舗の増加に加えて、海外展開と新ラインの展開によりトップラインの伸張を目指す

国内店舗1
9090、HTH、Younger Songな
どを中心に引き続き国内の新規出店
を図る。東名阪に加えて、地方都市も
含めて検討する。
９０９０の旗艦店である東京店は、
2025/3期の4Qの売上が前年同期
比で140%の成長、名古屋店は
150％超の成長を達成し、店舗売上
の成長が著しい。

新ラインの展開3
9090から派生した新ラインにより
新規顧客の獲得を目指す。
「9090girl」は渋谷１０９のPOPUP
でB1から５Fまでの行列ができるな
ど爆発的な売上を記録。社内におい
て9090、HTHに次ぐ3番手ブラン
ドに一気に成長。
他にも「ギャル男」、「オタク」などニッ
チで深みのある分野に特化して商品
で、コアなファンの獲得を目指す。

海外展開2
・ 台湾
台湾南港ららぽーとの1店舗目に続
き、台北に2店舗目を出店予定。
・ 中国
2025年の秋冬に初のPOPUPを実
施予定、さらに常設店舗のオープンを
目指す。
・ 韓国
現地ブランドとのコラボの実施、セレ
クトショップへの卸強化を図る。

（台湾1号店）

オープン後の
3/20-3/31
では予算の

250%を記録
非常に好調な

滑り出し
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コスメ事業（株式会社pool） 成長戦略

従来より続いていた欠品状態をこなしながらも、事業譲渡後の4Qのみの売上高は117百万円で順調な滑り出し
今後も店舗開拓、新作アイテムの投入を中心に売上の伸張を目指す

517 

1,044 

1,346 

1,715 

2,050 

2,263 

2,661 

2,964 

3,124 

3,435 
3,483 

3,533 

3,636 

3,696 
3,757 

3,987 

4,165 
4,206 

4,249 
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1,000
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2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

24/3 24/4 24/5 24/6 24/7 24/8 24/9 24/1024/1124/12 25/1 25/2 25/3 25/4 25/5 25/6 25/7 25/8 25/9

新作アイテムの投入2
3月の新作に続き、アイライナーのリニュ
ーアル、リップグロスなどの新作商品を
順次、開発・販売し、リピート購入・新規
顧客の獲得を目指す。

店舗開拓1
足元では約3,700店舗に到達。小売
店からの引き合いも強く、さらなる取
扱い店舗数の増加を目指す。

海外展開の強化3
中国などアジア諸国への展開を強化し、
一気にグローバルでの認知獲得、販路獲
得を目指す。

SNS広告の強化４
引き続きZ世代に絶大な人気を誇る齊藤
なぎさ氏をイメージキャラクターとして起
用し、Xを中心にSNSでの発信を強化。
Xのフォロワー数は6.7万人を突破。

ハンガー什器の導入5
棚に吊るすハンガー什器を導入し、売場面
積の拡張と新規取扱い店舗の増加を図る。

（予想） （予想） （予想） （予想） （予想）
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質問回答4



質問回答（東証グロース市場の上場維持基準について）

Q.
1. 先日、東証よりグロース市場の上場維持基準が現行の「上場10年経過後から、時価総額40億円以上」から

「上場5年経過後から、時価総額100億円以上」に見直す案が発表されましたが、改定案について、どのよう
にお考えでしょうか。

A.
1. まず、改定案については、当社としても市場の健全性維持の観点から理解できるものと捉えております。一

方で、「小粒上場」そのものが問題なのではなく、上場後にいかに継続的な成長を遂げられるかが最も重要
だと考えております。グロース市場の本来の趣旨は、将来の成長を期待される企業が資本市場を活用しなが
ら飛躍していくことであり、その文脈では、上場時の時価総額の大きさではなく、上場後の成長の実現こそ
が着目されるべきものと考えております。
その考えのもと、当社も上場以来、成長を続けてまいりました。まだ通過点に過ぎませんが、当社の時価総額
も上場以来で2～3倍以上に上昇しており（2025/5/14時点） 、市場からも一定の評価をいただいている
と認識しています。実際に、EPSも継続的に伸長しており、これはオーガニック成長に加え、戦略的なM&A
（上場後では3件実施）を通じて着実に事業基盤を強化してきた成果と考えています。今後も、オーガニック
成長とM&Aの両輪で企業価値の最大化を目指してまいります。
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質問回答（資金調達について）

Q.
1. 前回の決算発表時の質問回答において、「上場企業として有効かつ選択可能なあらゆる資金調達の手段を検

討している」とのことですが、非連続な成長達成の為には目先の株価は重視しないお考えでしょうか。それと
も、既存株主への影響も十分配慮し株価へのマイナス影響が小さい資金調達手段をお考えでしょうか。会社
として考え方/方針を教えてください。

A.
1. まず、当社ではさらなる成長のために、デット・エクイティの両面から資金調達の可能性を上場以来一貫して

検討しており、特定のタイミングに限って検討しているわけではありません。そのうえで、資金調達に関する
基本的な考え方としては、当社の中長期的な成長ストーリーを後押しするものであるかどうかに加え、足元
の株価への影響も含めて、総合的に判断することを重視しています。
当社は、株主の皆さまと長期的な信頼関係を築くことを重要な経営目標の一つと位置づけており、そのため
には、中長期的な企業価値の最大化が不可欠であると認識しています。もっとも、中長期的な成長とは、
日々の意思決定や短期的な成果の積み重ねの先にあるものであるため、短期・中長期双方の影響を意識し
た判断が必要です。したがって、仮に選択可能な複数の選択肢が同時に存在する場合には、中長期的に同等
の効果が見込まれるのであれば、短期的にも株価にプラスの影響がある、あるいはマイナスの影響が小さい
手段を優先的に選択する方針です。
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質問回答（為替について）

Q.
1. 足元のドル円の為替レートについて、1年前、半年前の水準からすると、1割ほど円高になっている認識です。

円高になれば、仕入コストの低下につながるものと想定しておりますが、影響はありますでしょうか。

A.
1. ご認識の通り、当社のビジネスの特性上、円高が進行すれば仕入コストの低下につながり、粗利の改善につ

ながります。
当社は、商品を仕入先より円建てで仕入れており、その仕入先が生産先からドル建てで仕入れるサプライチ
ェーンになっているため、当社は間接的に為替の影響を受ける構造になっています。当社の仕入原価は為替
のほか、原材料費や人件費等の多くの要素により決定されるため、具体的な為替感応度の算出は困難です
が、円高になるほど仕入原価の圧縮につながるため、当社にとっては有利に働くものと想定しております。
実際に、直近の3月及び4月の仕入原価を前年同期の仕入原価と比較すると、大幅ではないものの一定の圧
縮効果があったものと確認しております。ただし、足元の為替状況は様々な要因により変動するリスクが依
然として大きいものと認識しており、為替動向については、引き続き注視してまいります。
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質問回答（会社分割について）

Q.
1. 先日、会社分割のリリースを発表されておりましたが、親会社であるyutoriに残ったブランドや事業は今後

（例えば来年などに）、子会社として分割されていく予定でしょうか。また、最終的に親会社であるyutoriは
どのような事業を担当するのでしょうか。

A.
1. 当社における会社分割の判断は、事業の内容・特性・成長ステージ・事業責任者の適性など、様々な観点を総

合的に勘案して行っております。今回、ヤングカルチャー事業およびコスメ事業を対象といたしましたが、今
後についても、状況に応じて他の事業について分社化を検討する可能性がございます。その際には、適切な
タイミングで速やかに開示いたします。
また、最終的に親会社であるyutoriがどのような機能を担うかについては、現時点で明確に確定しており
ませんが、将来的には、グループ全体の新規事業創出や戦略立案、資本政策等を担う持株会社となることを
想定しております。ブランド数や事業領域が拡大する中で、迅速かつ柔軟な意思決定を可能とするため、子
会社に積極的に権限を委譲し、時代の変化に対応できるスピードと主体性を重視したグループ経営体制の
構築を進めてまいります。
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本資料の取り扱いについて
本資料は、情報提供のみを目的として当社が作成したものであります。

本資料に含まれる将来予想に関する記述は、当社の判断及び仮定並びに当社が現在利用可能な情
報に基づくものです。将来予想に関する記述には、当社の事業計画、市場規模、競合状況、業界に関
する情報及び成長余力等が含まれます。そのため、これらの将来予想に関する記述は、様々なリス
クや不確定要素に左右され、実際の業績は将来に関する記述に明示または黙示された予想とは大
幅に異なる場合があります。当社は、記載内容に重要な変動がある場合を除き、本資料の記述を修
正する予定はありません。

本資料には、当社の競争環境、業界のトレンドや一般的な社会構造の変化に関する情報等の当社以
外に関する情報が含まれております。当社は、これらの情報の正確性、合理性及び適切性等につい
て独自の検証を行っておらず、いかなる当該情報についてこれを保証するものではありません。

お問い合わせ
ir@yutori.tokyo
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